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【時間】いずれも午前10時～11時３０分　【場所】図書館本館大集会室　【定員】40人　※聴講無料　※要事前申込

お申込みは、市立図書館本館窓口、電話（32－3385）、図書館ホームページの申込フォームからお申込みください。第1回目申込受付は6月7日（金）9:30から

　　●●●お祭りでんでん館伝承ルームで「むかしの道具」展【令和6年9月6日（火）～10月4日（金）の平日】●●●

※そのほか、生涯学習課との共催による「公民館講座」も計画中。詳細が決まりましたら随時お知らせします。

　　　　博物館休館中も子どもたちが「むかしの道具」を学べるように、お祭りでんでん館伝承ルームに「昔の道具」を展示します。

家老の忠義～松井康之と興長～ 林　千寿（博物館）

11月9日（土） やつしろの工芸品（仮） 宮原江梨（博物館）

12月14日（土） やつしろの自然と民俗（仮） 木村ひなの（博物館）

　　　　博物館出張講座　学芸員のこだわり八代学　in　図書館（博物館と図書館の共催で、学芸員による講座を開催します。）

月　日 タイトル 講　師

7月13日（土） 美術の中の『源氏物語』～八代城主松井家の婚礼道具から～ 山﨑　摂（博物館）

8月10日（土）

9月14日（土） やつしろの寺院と仏像（仮） 石原　浩（博物館）

10月12日（土）

和歌でたどる江戸時代の八代～干拓の偉人・鹿子木謙之助が見て、感じた景色～

妙見祭の花奴～誇り高き男たち～（仮）

講　師

早瀬輝美（でんでん館）

山﨑　摂（博物館）

林　千寿（博物館）

北原美希（でんでん館）

南浦利早（博物館）

深堀り妙見祭　笠鉾蜜柑のヒミツに迫る！

八代城主松井家の婚礼事情

江戸時代の手紙を読んでみよう

五家荘の神楽の魅力（仮）

古文書から見る干拓の歴史～鹿子木量平・謙之助、岩永三五郎～

八代市立博物館未来の森ミュージアム　熊本県八代市西松江城町12－35　電話０９６５－３４－５５５５

4月21日（日）

第２常設展示室（1階）

企画展・松井文庫ほか

企画展

「新収蔵品展」
令和6年3月26日（火）
～4月29日（月・祝）

企画展
松井文庫

お姫さまの婚礼道具

令和6年５月1日（水）
～6月30日（日）

　　●●●学芸員による講座のご案内●●●

6月16日（日）

12月8日（日）

2月9日（日）

8月18日（日）

10月13日（日）

南浦利早（博物館）

【時間】いずれも午前10時～11時　【場所】お祭りでんでん館会議室　【定員】40人　※聴講無料　※事前申込不要

スケジュールは変更されることもあります。詳しくは各月の「広報やつしろ」または各館のホームページをごらんください。

　　　　やつしろ文化財講座（博物館とお祭りでんでん館の共催で、学芸員による講座を開催します。）

月　日
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早瀬輝美（でんでん館）

タイトル

八代市立博物館未来の森ミュージアム 令和6年度のご案内

第１常設展示室[考古・歴史・美術・民俗]（１階）
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【令和6年(2024)４～6月の展示】観覧料一般310円　高大生200円　中学生以下無料

⼋代に残された貴重な資料を保存・保管し、また、来館される⽅が安全で快適に利⽤できる施設にするため、

令和6年7月から約2年間休館し、空調機器や照明、エレベータ等の更新、トイレや内装の改修等を⾏います。

⻑期の休館となりますが、博物館の役割である、「資料収集・保存」「調査研究」「展⽰」「教育普及活動」は継続して⾏います。

5月5日（こどもの日）は無料公開日


